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は じ め に

医療界がめざましい発展をとげた今,私たち

があらためて ｢健康｣ということに注目し始め

たのはそう新しいことではない｡ しかし一方で

それを実現 してゆくことの困難さは増 している

といえよう｡

病院で治療行為が終了すると退院後の生活は

個人に任される｡医療における治療が進歩した

とすると同じに,退院後の個人の生活管理が技

術的にも,難しくなって来ているという面があ

る｡例えば,導尿や,裾盾の処置等,病室で行

なわれてていた事が,個人や,家族の手に任さ

れている現状もある｡その中でも,欧米のライ

フスタイルの影響により,慢性疾患とカテゴラ

イズされるもの,例えは,糖尿病,心臓病,過

風,高血圧症などに日本人の羅患する率が高く

なっている｡これらの疾患は,原状-の完全回

復が難 しくなんらかの障害を併って生きていか

ねばならない.血圧のコントロール,食餌療療

法などで,病状の悪化を予防した り,また現症

状の中で生活の自立を確立する方法など多く考

え出されて来ている｡そのため,必然的に生活

の中で自己管理することが求められ,そのセル

フケア技術の獲得如何が予後を左右すると言っ

ても過言ではない｡

昔ならある程度の回復の段階までは,医療が

施設内で管理 していたものが,現代の医療経済

やもろもろの社会情勢の影響もあ り,疾病の回

復への途上で,セルフケアのみにそれがまかさ
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れるケースが多 くなって来ている｡医療が管理

する疾病の回復段階が急性期で手いっぱいにな

ればなる程,そのしわ寄せは個人にかかって来

るのである｡ このような中で私達看護従事者

がどのようにセルフケアをサポー トして行くか

ということを私な りの体験を通して考え直した

い｡

セルフケア概念と療養指導

宗像1)はセルフケアについて大きく次の3つ

に分けている

1) 専門的な医療を拒否 して一般の人々が自

己治療を行なうもの

2) 保健医療従事者との協同的な性格をもつ

もの,つまりある面は保健医療従事者の

意見や行為に従い,またある面は自己治

療を行なうもの

3) 専門家の援助は活用するが,実際どのよ

うな行動をとる必要があ り,どうするか

は自分で判断し実行する｡よって専門家

はより適切なセルフケアを判断し,実行

するように手助けするにすぎないという

もの

いずれの立場に看護が介入するしないにかか

わらず,健康を維持していくために個人の生活

を変えなければならないことは変わ りがない｡

誰がそれを行なうかということは,個人のセル

フケアの概念によって違 うが,もしこれを私達

看護者がそれをしようとすると,大変困難な状

況にぶつかる｡腰痛や不快感を強く伴なう疾患

であれば,それが動機付けになり,生活行動,

意識は変化し易いが,慢性疾患の場合自覚症状

が少ないということからも,動機づけはさらに

難しい｡高血圧症という疾病を例にとって,私

なりにそれを考えてみた｡その前にまずこれか

ら使 う言葉の定義を明確にしておく必要がある

ので広辞苑より引用することにして次に示した

い｡

要求2)｢強く乞いもとめること,強いて願い

求めること｡｣

欲望2)｢ある行為を請求すること｡

ほしがること｡またほしいと思 うこ

と｡

不足を感 じてこれを満たそ うと望む

心｡｣

欲求2)｢ほしが り,求めること,望んで要求

すること｡

動物や人間が行動を起こそ うとする

緊張状態｡｣

願望2)｢ねがい望むこと｡ねがい｡

欲望のように動機や 目的を意識する

としないとに関係なく,心の中の緊

張を解消しようとする傾向｡｣

以上のような定義を読むと,セルフケアにお

いて重要な要素として,欲望と願望がポイント

になっているのではないかと思われる｡欲望と

願望の大きな相違点は,動機や目的 ･意識の有

無があるか無いかという事がわかる｡慢性疾患

に関して言えば,この願望はあったとしても,

欲望に負けてしまうことがセルフケアの失敗の

多くではないだろうか｡これを高血圧症を例に

とって具体的にすると図 1のようになる｡つま

り願望よりも欲望の方がより強い力となってセ

ルフケアに影響する｡

健康になるということには,個人が健康にな

りたい,健康になるんだと意識する中で,疾病

の部分のみにその具体的行動あるいは精神的変

化があるのではなく,もっと強い動機が働いて

いる｡服薬 した り,治療を受けるという時,個

人は薬を飲む行為自体,受療行動自体を望んで

いるのではなく,その終局にあるものを求めて

いるからであろう｡宗像1)は,セルフケア行動

をとるタイプとして次の2つをあげている｡ 1

つは入院経験が多かった り,疾病に対する脱弱

感をもち,さらに自らの健康問題を含むあらゆ

る問題の解決に積極的に対拠 しようとする,い

わゆる ｢災い転 じて福と為す｡｣タイプであ り,

2つ目は,家族などで人間関係が良好で,互い

に認め合い,気持ちが通 じ合 うので生き甲斐が

もて,また,自分が病気になることで相手に迷
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図 1 病気の中でも慢性状態に関していえば,
この願望はあったとしても,欲望に負け
てしまうことがセルフケアの失敗の多く

であるのではないだろうか｡感がかかるこ

とを避けようと意識 してお り,さらに日頃から

問題や悩みに積極的に対拠するタイプである｡

私自身,体験から感じるところを述べるとすれ

ば,この2つのタイプ以外の他のどの要因も強

い動機付けにはなりにくかった｡さらに2つ目

のタイプの人は,そのタイプの要因となってい

るものの中のどれかにアプローチすれば,比較

的,生活行動の変容は容易であるかのようにも

感じた｡一人一人の健康をとりまく前後周囲の

状況を考えると,個人は自分自身のみがかかえ

る要因より,周囲のそれによって強 く動機付け

られる｡健康を自分だけの問題として

たった一人でとり組むには,とても荷が重すぎ

て自分自身に負けてしまう｡もちろん常に自分

を律することのできる人は良いが,そのような

人は少ないのではないかと思う｡個人にとっ

て危機感や,失望などの一時的な心の動きは長

続きしない｡それを意識して行動しなければな

らないからである｡常にそれを意識して行動す

るのはとても苦痛である｡苦 しみの中で日々生

活するよりも,楽しみの中で日々を送る方がず

っと長続きするのほ,当然であろう｡先程,高

血圧症の例をとって図 1を作成したが,その中

でも示 してあるように,塩からいものが好きで

それを食べたいというのは,その個人の生活の

中では楽 しみである｡それを否定するというこ

とは,その個人に失望の中での生活を強いることのみが浮き彫 り

となる｡そしてそれは結局長続きせず,もとにもどった生活と なってしまう例が多い｡看護に

おける,禁止と脅しの行為の効果の持続の短さ

はこのことからも納得できる｡ではどうしたらセ

ルフケアを持続させることができるだろうか｡セルフケアの終局は

健康にとどまらず,

健康であればさらにその先にあるものに収束されている｡健康の終局を考えて

みると ★家族を背負

っている★子供の成長をになっている

★恋人がいる★どうしても や り

たいことがある★死や病への強い恐怖

etcつまり,人

がひとりの人間として,最終的に何を要求してい

るかということが最も強い動機付けになること

が多い｡ 目前の欲望は細かく,まさに目前のこ

とであるが,それをいくら矯正しようとしても

,健康のためのセルフケア行動,さらにその持

続へは結びつかない｡欲望に強くアプローチすれ

ばする程,健康とはかけ離れる傾向にあ り,願

望にアプローチすれば,多少その持続は望める

ように思った｡看護の世界ではこの現象を,

｢要求を欲求化する｣という表現を使用するこ

とがあるが,私の申し述べたいのもそれと似た

ような事である｡願望を欲望に変えることがで

きれば,慢性疾患におけるセルフケア-の援助

の早道を行 くことができるのではないだろうか

｡その方法を見つけ出すには,種々の調査研究が必要であるが,今のところ

その調査研究の方法を模索中であ り,示すとこ

ろまでは至っていない｡次には調査

研究を通 してこれらのことを裏付けたいと思っ

ている｡学生の教育に関 して思うこと学

生は勉強しなさいとよく言われるが,なぜ勉強したいと思わ
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にとっての欲望なのだろうか｡

看護の技術を習得することや,勉強するとい

う言葉が示すように,終局というのは～すると

いう目的である｡それよりも～したいという欲

望の方が強 くそちらへ流れてしまうのだろう

か｡いずれにしても欲望も願望も入れ換わるこ

とは十分あり得るので,それをうまく動機付け

学的に推計することはできないが,看護におけ

る指導について,心理的側面-のアプローチの

大切さ困難さを私なりに描いてみた｡今後は調

査研究を通 してより,これらの裏付けをとる努

力をしたい｡
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